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はじめに — 印字が大きな成果をつくる 

製造現場での印字は、文字の大きさ以上に重い役割を担っています。 

 

製品情報・トレーサビリティ・工程管理・品質保証——そのすべての起点になるからです。 

 

印字装置の導入は、スペック選びで迷いがちになるものです。しかし、最終的に成果を生む

のは「扱う人」「現場条件」「日々の運用設計」の 3つです。 

 

迷ったとき、この 3つに絞ってください 

• すぐ相談できる人がいるか？ 

• 現場の条件を揃えて比較できているか？ 

• 無理なく続けられる運用になっているか？ 

 

本冊子が、選定と導入の"迷子"をなくす一冊になれば幸いです。 

 

※ マーキング・コトはじめは、有限会社大青鉄工が運営しています。 
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第 1章 メーカー選びの"よりどころ" 

印字装置の長い安定稼働は、機器の性能だけで決まりません。 

「どのメーカーが良いのか」で迷うとき、多くの現場で見落とされているのは、次の 2点で

す。 

 

見落とされやすい 2つのポイント 

• 現場と条件をすり合わせる人の知識不足 

• 相談窓口の対応力不足 

 

"印字サンプルは入口、条件確認は出口" 

 

見た目の仕上がりだけで決めず、次の項目も必ず確認しましょう。 

 

No. チェック項目 YES NO 

1 どの機種で印字したのか（ヘッド・インク供給方式を含む） □ □ 

2 ワークとの距離・姿勢・搬送速度（印字環境の条件） □ □ 

3 使用溶剤の種類・濃度と、詰まり対策の仕組み □ □ 

4 稼働後の相談窓口は誰か？ 対応スピードは？ □ □ 

 

メーカー選定は「すぐ相談できる相手がいるか」で決める 

それが、導入後の安心をつくる判断基準です。 
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第 2章 作業設計を描くための "棚卸し" 

設備導入の成果は、多くの場合、準備段階で 7割決まります。 

まず難しく考えず、メモ 1枚から作業内容の棚卸しを始めましょう。ここを整えるだけで、

選定精度と運用の安定性が大きく変わります。 

 

導入前に揃えておきたい情報 

No. チェック項目 YES NO 

1 印字対象（材質・寸法・形状・表面の状態）をまとめた □ □ 

2 1日の処理量・季節による変動をまとめた □ □ 

3 3年分の増産見込みを仮設定した □ □ 

4 関わる人の人数・作業頻度・スキル幅をまとめた □ □ 

5 初期費＋維持費（溶剤・消耗・メンテ）の合算を比較した □ □ 

6 「最終的にこういう現場にしたい」を 1行で言語化した □ □ 

 

手作業運用のリスクも整理しておく 

現在の手作業運用を続けた場合のリスクも、導入判断の前に確認しておきましょう。 

 

手作業運用を続けた場合のリスク 

• 人手作業によるムラ・ばらつきの発生 

• 疲労による品質のブレ 

• 属人化による教育工数の増加 

• 管理負荷の増大 

• 将来の人手不足への対応困難 

 

設備導入は "作業の再設計" である 

理想像から逆算しながら、無理のない着地点を描くことが大切です。 
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第 3章 運用の "ちょうどいい" を見定める 

最新設備＝最適、ではありません。大事なのは「適合」です。今使う人とこれからの現場

が、無理なく扱えるバランスを見つけることが重要です。 

 

導入の成果は掛け算で決まる 

装置の実力 × 使う人の技量 × 運用の馴染みやすさ ＝ 現場の成果 

 

適合を判断する 4つの問い 

No. チェック項目 YES NO 

1 自社の用途と処理量に合っているか □ □ 

2 使う人の負荷と人数に無理はないか □ □ 

3 日々の維持コストに納得できるか □ □ 

4 すぐ相談できる担当者がいるか □ □ 

 

迷ったときは「自分たちの現場にちょうどいいのだろうか？」を問い直してください。 
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チェック帳 ― 自社編 

自社の状況を確認するためのチェックリストです。選定・導入を進める前の整理に活用して

ください。 

 

No. チェック項目 YES NO 

1 印字対象の材質と寸法をまとめた □ □ 

2 1日の処理量と将来 3年分の予想をまとめた □ □ 

3 関わるスタッフの人数・頻度・スキル幅をまとめた □ □ 

4 手作業／自動化の理由をまとめた □ □ 

5 初期費＋維持費の合算を比較した □ □ 

6 理想の現場像を 1行で言語化した □ □ 
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チェック帳 ― メーカー編 

導入を任せるメーカー・担当者への確認項目です。商談前・サンプル依頼時に活用してくだ

さい。 

 

基本確認 

No. チェック項目 YES NO 

1 条件確認から先に進めてくれますか？ □ □ 

2 代替案や概算・試算をすぐ出せますか？ □ □ 

3 運用負荷や維持費まで詳しく話してくれますか？ □ □ 

 

メーカーへ聞いておきたい 6つの質問 

No. チェック項目 YES NO 

1 どの機種で印字しましたか？（ヘッド方式含む） □ □ 

2 ワーク距離・姿勢・搬送速度の条件は？ □ □ 

3 使用溶剤の種類・濃度・維持費の概算は？ □ □ 

4 詰まり対策の仕組みはどんな構造ですか？ □ □ 

5 稼働後の相談窓口は誰ですか？ 対応スピードは？ □ □ 

6 作業効率化を図る場合、どんな策がありますか？ □ □ 
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よくある失敗と、その回避 

設備選定でよく見られる失敗パターンと、回避するための原則を整理しました。 

 

よくある 3つの失敗パターン 

やりがちな選定ミス 

• サンプルの見た目の綺麗さだけで決める 

• 初期コストだけで決める 

• 最新設備に飛びつく 

 

回避するための原則 

選定で守りたい 4つの原則 

• 条件を揃えて比較する 

• 運用コスト込みで投資判断をする 

• スタッフの作業負荷を含めて考える 

• メーカー・担当者の誠実さと対応力を評価する 

 

※ 自社製品を愛する姿勢は大切ですが、他社製品を一方的に否定するような担当者には注意が
必要です。押し売りをせず、真摯で誠実な対応ができるかどうかが、長い付き合いの上で最も
重要な判断基準です。 
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まとめ 

導入の成果を強める 3つのポイント 

• メーカーは「相談できる人」で選ぶ 

• 導入は作業設計として棚卸しから始める 

• 選ぶ基準は自社の現場に馴染む「適合」で決める 

 

読んだ後の最初の一手 

冊子を読んだら、まず以下の 4つから始めてみてください。 

 

1. 印字条件のリストを作る 

2. 2社以上へ、条件を揃えてサンプル依頼する 

3. 将来 3年分の処理量と維持費を概算試算する 

4. 理想の現場イメージを 1行で言語化する 

  



迷ったらまず開く本 — 印字機器選定と導入の道しるべ Marking Kotohajime 

© Marking Kotohajime (Daisei Ironworks Inc.) 11 

印字装置は単体では完結しない ― 周辺機器づくりへ 

印字機器の選定は、現場づくりの"一部分"にすぎません。 

実際の現場では、印字装置そのものよりも、ワークの位置決め・搬送・高さ合わせ・姿勢の

安定化など、周辺の仕組みづくりが仕上がりや作業性に大きく影響します。 

 

現場固有の環境への対応 

よく起きる"現場固有の問題" 

• 製品ごとに高さが違う 

• 反りやバラつきがある 

• 手作業での位置決めが不安定 

• 印字装置の姿勢が作業者ごとにズレる 

• 設備メーカー標準品の治具が合わない 

 

こうした現場固有の環境への対応は、既製品の周辺機器では補いきれない部分でもありま

す。 

 

印字装置の導入と同時に、「その現場専用の周辺機器」まで整えることが、のちの結果

に大きく影響する 

 

マーキング・コトはじめでは、印字ヘッドの高さ調整機構・ガイド治具・搬送装置・自動供

給装置など、製品やラインに合わせたワンオフ製作を一式でサポートしています。 

 

"負荷なく、安定して、きれいな印字ができること"が大事 

 

印字作業を「現場に馴染む形で」安全かつ安定して行える仕組みづくりが、マーキング・コ

トはじめが最も力を入れているところです。 
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特別付録 ― QRボイスサポートⓇ 

やさしい印字 DXへの入口 

包装パッケージに印字された QRコードをスマートフォンで読み取るだけで、音声情報が自

動再生される仕組みです。 

「見えづらい」「見えない」を克服するため、視覚に頼らない"聞こえる社会"をつくる取り

組みです。 

 

QRボイスサポートⓇで得られる成果 

主な導入効果 

• 文字情報の視認負荷を下げる 

• 高齢者・視覚に不安のある方でも製品情報を"音で確認"できる 

• 消費期限・品名・注意事項などを正しく伝えられる 

• トレーサビリティ情報の多言語自動再生にも応用できる 

 

導入の流れ 

いつもの印字ラインに QRコードを印字する 

（QRコードに対応した印字機器が必要） 

スマートフォンで読み取るだけで音声サポートが起動する 

（専用アプリ不要） 

 

「難しくない DX」「やさしく強くなる印字設計」の入口 

企業の情報発信にも幅広く応用できます。 
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最後に ― 現場に馴染む印字環境を一緒につくるために 

印字機器の選定はゴールではありません。現場で安定して使われ続けることがゴールです。 

ワークの位置決め・搬送・高さ合わせ・姿勢の安定化——こうした「現場固有の課題」は、

機器を決めた後に初めて見えてくるものも多くあります。 

 

マーキング・コトはじめは、そこまで含めて一緒に考える窓口です。 

 

現場の話、少し聴かせてください。 

「ワークの位置決めを安定させたい」 

「現場のクセに合う治具を作りたい」 

「印字工程を省力化・自動化したい」 

小さな違和感でも、そのままお聞かせください。 

機械を売ることが目的ではなく、現場が安定して動く形を一緒に考えることが目的
です。 

▶ 相談・お問い合わせはこちらから 

https://www.daisei-ironworks.co.jp/factory-trouble-form/ 

 

※ 無理な営業や契約を前提としたご案内は行っていません。 

 

現場が整うと、伝わり方も、やさしくなる。 

 

マーキング・コトはじめ （運営：有限会社大青鉄工） 

https://start-marking.work 
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